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バ保連ニュース (日本バプテスト保育連盟  発行 ) 

       ～バプテストのバトンをつないで～ 202２年３月  VOL.５  

聖書「人の歩む道は主の御目の前にある。 
その道を主はすべて計らっておられる。」 箴言５章２１節 

昨秋の新年度園児募集に先立っての幼稚園見学に訪問されたお母さん、入園対象のお子

さんを連れ立って来てくれたその日、子どもは園児たちのかいがいしいお世話の中、とっ

ても楽しくリラックスして遊んでくれました。なぜが、サービス精神が旺盛な我が園のこ

どもたち。でもきっとバ保連の園のこどもたちはきっとどこでもそうでしょう！と想像し

ます。だって、なんといっても『自分が本当に大切に愛されていることを日々実感してい

るから』です。それによって、他者への思いが自然にあふれ出して、交わりができるので

すね。そんな風にたっぷりと見学や遊びをして、帰る頃には、「もっとあそんでいく～」と

言ってくれたりしますね。  

そんな中を玄関まで見送るその途中、お母さんから思わぬ言葉が！「小学生の頃友だち

に誘われて教会学校に何度か来ていたんです。建物は変わってしまったけど、なんだかそ

の時に感じていた思いがフワ～と思い出されて、居心地の良さを感じました！」「えっ、そ

うでしたか、建て替える前の教会の写真をこちらで見てください。」と飾ってあるところに

ご案内し、そこでまた話に花が咲きました。「失礼ですが、お母様、おいくつ？」とちょっ

と図々しくも伺うと、ちょうど私のこどもたちが小学科に通っていた頃に近い年齢で、ま

たまた嬉しくなってしましました。そのお母さんは小学生になって仙台にお引っ越しをし

てきて、その小学校でおともだちに教会学校を誘われたのです。  

神さまの種まきは、なんと素晴らしいことでしょう。４０名足らずのこの小さな小さな

教会幼稚園の群にもいつも伴っていてくださる、いつも真ん中にいてくださる、いつも祝

福をくださる、と感謝の思いでいっぱいになり、また前に歩み出すことができます。  

                    仙台バプテスト教会幼稚園   石垣慶子  

オンラインによる日本バプテスト保育連盟設置者園長協議会のお知らせ  

世の中では、コロナ禍という言葉がすっかり定着し、マスク生活が当たり前になりました。そのよう

な 生 活 を 送 っ て い る と 、 以 前 の 日 常 生 活 が 遠 い 幻 の よ う に 感 じ る こ と さ え あ り ま す が 、 皆 様 は  

お変わりなく元気でお過ごしでしょうか。  

このような状況が続いておりますので、バプテスト保育連盟としても、主たる活動である保育者研

修会等を行うことができず、大変残念に感じております。  

しかしながら、このパンデミックの副産物（？）ともいうべき、リモート会議によって、毎月繰り

返し役員会を行い、「今このときにできるものは何か」という命題のもとに話し合った結果、機関誌

「バ保連ニュース」の発行という活動につながりました。現在は、私たち役員が中心に執筆していま

すが、今後は皆様のご協力を得て、より魅力ある内容にしたいと願っております。  

さて、来年度の連盟活動計画を立てる時期となりました。2022 年度は連盟に繋がる皆様との交わ

りを憶える活動を計画しています。  

具体的には、オンラインによる園長・設置者協議会を開催する予定です。詳細につきましては、後

日改めてご連絡いたしますが、新年度の忙しさがひと段落した六月の時期を考えていますので、皆様

のご参加を宜しくお願い申し上げます。  

年度末を迎え、それぞれの保育施設や養成校では、忙しい毎日を過ごされていることと存じます。  

皆様の上に、主のお導きとお守りとが豊かにございますようお祈り申し上げます。  
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日本バプテスト保育連盟の歴史  

 日本バプテスト保育連盟 (通称 :バ保連）

は、日本バプテスト連盟発足直後、第 4

回連盟年次総会 (1950 年 )で決議し結成

されました。  

当初、幼稚園・保育園の開設や設備

（ピアノ等）充実の補助等をボードから

受ける為の仲介的な働きを行っていまし

た。  

その後、幼児教育充実発展に伴い学校

法人化の課題等に関わり今日に至ってい

ます。  

２０２１年度役員 

・会  長：田中秀一  シオン山教会  

(北九州市  愛の園保育園  園長 ) 

・副会長：久保田信人和歌山ﾊﾞﾌﾟﾃｽﾄ教会  

(和歌山市  和歌山ひかり幼稚園  副園長 ) 

・役  員：石垣慶子  仙台基督教会  

(仙台市  仙台ﾊﾞﾌﾟﾃｽﾄ教会幼稚園  園長 ) 

  中島美香  目白ケ丘教会  

(新宿区  目白ヶ丘幼稚園  園長 ) 

・事務局：中條信治  宮崎キリスト教会  

(宮崎市  みくに幼稚園  副園長 ) 

宮崎市吉村町北原 1405-15 

TEL0985-29-5451 

バ保連の会費は？ 

この会費は  イエス様が大切にされた  

最も小さきこどものために働かれる  

保育者の研修や情報交換、情報提供の  

ために用い  

られます  

☆年会費  

・無認可園       ５，０００円  

・認可保育所・幼稚園１０，０００円  

・施設型給付園    ２０，０００円  

☆振込先  

・ゆうちょ銀行記号：１７４７０  

番号：８３５５５８５１  

・他行から  

店名：七四八 (店番７４８ ) 

普通：８３５５５８５  

・名前：日本バプテスト保育連盟  

     (ﾆﾎﾝﾊﾞﾌﾟﾃｽﾄﾎｲｸﾚﾝﾒｲ)  

・祈りの課題  

①幼な子と保育者の救いのために。  

②保護者に子育ての喜びと安心を。  

③若者をキリスト教保育に送り出す。  

皆さまの祈りに加えて頂ければ幸いです。  

「元気な子どもを育てましょう」  

認定こども園愛の園保育園  園長  田中  秀一  

三月になりました。子どもたちは寒い北風もなんのそ

の、毎日歓声をあげて外を駆け回っています。  
以前、40 余年に渡って園医を務めていただいた

故吉永幸雄先生に、園の保育者研修会で講師をお願
いしたことが有りました。そのお話しの中で、『子
どもは冬に鍛えなさい』ということを盛んにおっし
ゃっていました。  

人間の身体は生体反応が伴います。少し寒い→鳥
肌が立つ/寒い→鼻水が出る・咳が出る/かなり寒い
→発熱する/その様に、外界の刺激に対して身体が
反応しながら、生命を守っているそうです。  

園児のように、まだ幼い子どもの場合は、正常な
生体反応が伴わず、ちょっとした寒さにも鼻水が出
たり発熱したりします。つまり刺激に対して過剰な
反応を起こしやすいのです。  

自然な生体反応（大人が有する）を持った身体を
つくるためには、冬場に薄着をさせて、しっかりと
寒さを感じさせ、外を走らせて寒さに負けない身体
をつくることが何より大切だそうです。そのこと
は、夏の暑さに負けない身体をつくることにも繋が
ります。  

一方、夏に無理をさせて鍛えると、子どもたちは
オーバーヒートしてしまうそうです。そのことは幼
い子どもにとって、決してよい成長にはつながりま
せん。冷んやりした布団に入ったり、冷たい肌着に
袖をとおしたりしたとき、子どもが「さむい！」と
言った瞬間に、子どもの身体は正しい生体反応へと
導かれているわけですね。それぞれの園で、グラウ
ンドや園庭で子どもたちが元気に駆け回る、そのよ
うな保育を心がけていきましょう。  
 

会費納入園  感謝  

・汀幼稚園（福岡）  

・ナオミ愛児園（福岡）  

・鹿児島めぐみ幼稚園（鹿児島）  

・神愛幼稚園（福岡）  

・伊集院幼稚園（鹿児島）  

・仙台幼稚園（宮城）  

・和歌山ひかり幼稚園（和歌山）  

・愛の園保育園（福岡）  

・目白ヶ丘幼稚園（東京）  

・恵星幼稚園（福岡）  

・伊集院幼稚園（鹿児島）  

・みくに幼稚園（宮崎）  

献金  感謝  

・恵星幼稚園・伊集院幼稚園  
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園紹介  学校法人若松神愛学園  神愛幼稚園（北九州市）  

～神は愛であることを実感する体験を～  

敗戦後の混乱極まる社会状況を改善するためには、教育こそがその根幹をなすもので

あり、その教育は幼児教育がその第一の基盤であるとの結論に基づき 1949 年 10 月

に若松バプテスト教会の祈りによって教会付属幼稚園として開設されました。  

本園は、キリストの愛の精神を教育の基盤とし、また、運営せられるものとして、

『神は愛である』の聖書の御言葉から『神愛幼稚園』と命名され、今日に受け継がれて

います。  

その後 1999 年に新園舎を建て替え、2004 年 4 月 1 日には学校法人となりまし

た。また 2016 年 4 月より施設給付型新制度園となり、現在に至っております。  

現在、若松区より 92 名の子どもたちが毎日元気に園生活を送っております。園の特

徴としては、広い園庭があげられます。広い園庭では、かけっこ、鬼ごっこ、ボールや

縄、自転車、草スキーなど体をたくさん使う運動遊びが繰り広げられています。季節ご

とに園に来訪する様々な虫や鳥、野草や様々の花、木の実を通してこどもたちは四季を

体感しております。月に一度の教会堂での礼拝では永町友恵牧師より神さまのお話をし

ていただき、目には見えないけれど、今も生きて働いて下さる神さまにお祈りを捧げて

います。  

神さまの愛の中で、一人ひとりの子どもたちの個性が大切にされ、愛されて育ちなが

ら、自分を信じる力が生まれ、今度は自分たちにできることを形にして返していくその

ような園生活をしてほしいと、心から願います。         園  長  山  下  一  惠  

 

上左  幼児祝福式  

上右  教会堂礼拝  

下左  園庭での  

あそび  

下右  園舎全景  


